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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、シルクロードの交易拠点都市の成立と展開の実態を明らかにする
ことである。そのために、中央アジアのキルギス共和国北部に位置するアク・ベシム（スイヤブ)遺跡において
発掘調査を実施し、考古学的な研究を行った。発掘調査によって都市のプランや構造を明らかにするとともに、
周辺地域の調査によって、都市の成立と繁栄に不可欠な水利システムの存在を解明することができた。こうした
成果によって、シルクロード沿いの拠点となる交易都市の成立と展開、そして同都市が位置する地域の発展過程
について考察することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the actual situation of the 
establishment and development of the trade center city of Silk Road. For that purpose, 
archaeological excavation was conducted at Ak-Beshim (Suyab) site located in the northern part of 
the Republic of Kyrgyzstan in Central Asia. Excavation survey revealed the plan and structure of the
 city itself, and survey of the surrounding areas enabled us to clarify the existence of the 
irrigation system indispensable for the establishment and prosperity of that city. With these 
results, we were able to consider the establishment and development of trade cities along the Silk 
Road, and the development process of the area where the cities are located.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 

(1)ユーラシア大陸の東西をつなぐシルクロ
ードは、東洋と西洋の文化的、社会的、政治
的統合や交流を促す「道」として古代から現
代まで脈々と生き続けている。このシルクロ
ードは、地域的に固有な文化を有する集団が、
異文化との統合や交流を通じて独自に発展
させた都市や集落あるいは地域的集合体を
つなぐ自然発生的な「点」、そして「面」の
つながりである。つまり、シルクロードを形
成した「点＝都市・集落」、そして「面＝地
域社会」の発展過程を長期的な視点から明ら
かにすることこそ、シルクロードが有する歴
史的意義の本質的な解明につながる。それゆ
え、シルクロードの本質を理解するためには、
1 つの点＝都市、そして 1 つの面＝都市を取
り巻く地域社会を選び、そこを拠点にその都
市と地域を研究する必要がある。 
（2）また、その地域がどのように発展して
きたのか、あるいは変遷してきたのか、その
地域の中で都市はどのような役割を果たし
てきたのか、さらには都市に住む人々＝都市
民、農耕民、そして遊牧民がどのような関係
にあったのか、あるいはどのように共存して
きたのかを歴史的な時間軸に沿って考える
必要がある。 
（3）以上の観点を基に、キルギス共和国の
北部のチュー川流域に位置する都市遺跡ア
ク・ベシム（スイヤブ）遺跡とその遺跡の周
辺地域を対象として本研究を開始した。 
２．研究の目的 

 本研究では、キルギス、チュー川中流域に
位置するアク・ベシム都城址を主たる調査対
象とし、遺跡レベル、地域レベルでのシルク
ロード都市の形成過程を明らかにすること
を目的とする。 

 具体的には、その形成過程の長期変動（青
銅器時代～イスラーム時代）の解明に資する
考古学研究を中心に据え、個別の歴史研究を
展開する 2つの分担・連携研究（ソグド時代、
唐代の歴史研究、イスラーム時代の歴史研
究）の成果を統括することによって、古代シ
ルクロード都市の形成過程を包括的に明ら
かにする。 

３．研究の方法 

(1)先方学術機関（キルギス共和国科学アカ
デミー）と協力して、アク・ベシム遺跡にお
いて発掘調査を実施し、都市構造及びその変
遷を明らかにするとともに、層位的な物質文
化の資料を入手し、研究することによって時
代的な変遷を明らかにする。 
(2)発掘という直接的な手法だけでは、限ら
れた時間の中で都市構造の全体を明らかと
することは困難であることから、地中探査の
技術を導入し、より広い範囲での都市プラン
を明らかにする。 
（3）アク・ベシム遺跡の周辺の遺跡を踏査
することによって、都市と遊牧民の共存関係
を明らかにする。 
（4）アク・ベシム遺跡が位置する地域の水

利システムを調査することによって、アク・
ベシムという都市が成立し、発展することが
可能であった理由を明らかにする。 
（5）文献史学の観点からは、キルギス地域
も含め、当時用いられていたソグド語資料を
用いて当時の状況を研究するとともに、漢文
史料を用いて東側から見たアク・ベシムの遺
跡とその歴史を解明する。 
（6）出土した遺物については、型式学的な
研究のみならず、自然科学的な手法によって、
その技術や材質の研究を行う。 
（7）科研費による研究体制の枠組みを超え
て、地形学の専門家とも連携し、地形学から
見た中世チュー川流域における都市遺跡の
立地特性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
（1）発掘調査に関しては、アク・ベシム遺
跡を構成する 2 つの街、つまり第 1 シャフリ
スタン地区と第 2シャフリスタン地区で発掘
を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アク・ベシム遺跡調査地点 
①第 1シャフリスタン地区では、街を南北に
貫く街路とその両側に位置する建物群の発
掘を行った。その結果、街路の両側には、金
属精錬の工房や炉やパン焼き竈を伴う住居
の存在が確認された。街路については、人々
の通行の「路」として利用されるだけでなく、
雨水等の排水及び日常の生活ゴミの廃棄の
場としても機能していることが明らかとな
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１シャフリスタン地区 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1シャフリスタン地区平面図 
 
②第 2シャフリスタン地区は、かつてラバト
（郊外区）とされていた地区である。カラキ
タイ区とも呼ばれており、11～12 世紀の街と
考えられていたが、発掘調査の結果、この街
が中国史書に記載された「砕葉鎮城」である
ことが明らかとなった。砕葉鎮は、唐代に置
かれた安西四鎮の中でも最も西に建設され
た軍事基地であり、唐の西方進出の拠点であ
った。これまでもアク・ベシム遺跡がスイヤ
ブ、そして砕葉鎮であったと推測されてきた
が、発掘調査によってそれを確定することが
できたのは大きな成果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２シャフリスタン地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２シャフリスタン地区平面図 

（2）地中探査では、第 1 シャフリスタン地
区、第 2シャフリスタン地区の双方で調査を
行った。 
①第 1シャフリスタン地区においては、街路
が調査区の南側に続いていることが確認さ
れ、都市構造の一端を明らかにすることがで
きた。 
②第 2シャフリスタン地区においては、多く
の反応が確認されている。それが何であるの
かについては、今後の発掘調査の成果と照ら
し合わせながら、明らかとしていくこととな
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２シャフリスタン地区平面図 
 
（3）遺跡が位置する地域の踏査を実施した
結果、かつての遊牧民と都市民・農耕民の土
地の使い分けを理解する糸口が得られた。遊
牧民は南側に位置する山脈の麓から中腹ま
でを生活圏とし、都市民・農耕民はその下方、
チュー川の南岸を生活圏としていたことが
明らかとなってきた。それゆえ、遊牧民と都
市民・農耕民は、この地域を共有するととも
に、共存することができたものと推測される。
今後は、その実態の解明を目指す。 
（4）アク・ベシム遺跡が都市として成立し、
発展するためには、恒常的な水の供給システ
ムが存在することが不可欠である。この観点
から遺跡周辺の水路の調査を行った結果、遺
跡の南側に位置する「ウスマン・カナル」と
呼ばれる水路が、都市の成立に大きな役割を
果たしたことが明らかとなってきた。チュー
川のやや上流、川が盆地に流れ込む地点を取
水点とし、等高線に沿うように遺跡の南側、
斜面の上方に水が導かれている。この水路に
よって導かれた水が遺跡の南側に広がる農
地を灌漑するとともに、都市に恒常的に水を
供給していたことが明らかとなった。 
 



（5）文献史学の観点からの成果は、以下の 2
点である。 
①ソグド語文字資料を収集し、その解読を行
った。特に出土資料に記された、いわゆるソ
グド語の墨書の解読を進め、現在、報告を取
り纏め中である。 
②漢文史料に現われる素葉＝スイヤブ（主に
玄奘の『大唐西域記』と『大慈恩寺三蔵法師
傳』）や安西四鎮の 1 つである砕葉鎮に関す
る文献史学的研究を行った。 
（6）出土資料については、これまでに実施
されてきた資料とも比較しながら、型式学的
な研究を進めている。層位的な調査によって
資料が得られたことで、この地域における土
器編年に寄与することが可能となってきた。
また、出土した金属製品に関しては、キルギ
スの若手研究者とともに保存修復処理を行
い、あわせて材質調査等を行った。現在、報
告を取り纏め中である。 
（7）地形学の見地からは、中世チュー川流
域における都市遺跡の立地特性を明らかと
することができた。季節的な洪水等の自然災
害を避けながら、チュー川の水を利用できる
地点が都市の立地として選ばれたことが明
らかとなった。 
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